
様式第 20（第 48条の 3関係）

危険物保安監督者選任・解任届出書

備考 １ この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。

２ 法人にあつては、その名称、代表者氏名及び主たる事務所の所在地を記入

すること。

３ ※印の欄は、記入しないこと。

① 令和○年ＸＸ月ＸＸ日

② いちき串木野市長 様

届出者

住 所 いちき串木野昭和通１３３－１（電話○○‐ＸＸＸＸ）

氏 名 ●●株式会社 代表取締役 ○ ★★

設 置 者

住 所 電話

氏 名

製 造 所 等 の 別 取扱所
貯 蔵 所 又 は

取 扱 所 の 区 分
給油取扱所

設 置 の 許 可 年 月 日

及 び 許 可 番 号
年 月 日 第 号

設 置 場 所

区 分 選 任 解 任

危

険

物

保

安

監

督

者

氏 名

危 険 物 取 扱 者

免 状 の 種 類

選 任 ・ 解 任

年 月 日
年 月 日 年 月 日

※ 受 付 欄 ※ 備 考

【記入例】

③

④

⑤

⑦

⑧

⑨

⑥



実 務 経 験 証 明 書

備考 この用紙の大きさは日本産業規格Å４とする。

氏 名

（ 年 月 日生）

取り扱った危険物 類 別 第 類 品 名

取り扱った期間

年 月 日から

年 月 日まで

（ 年 月）

製造所等の区分

（ 該 当 す る も の を ○ で 囲 む こ と ）
製造所 ・ 貯蔵所 ・ 取扱所

上記のとおり相違ないことを証明します。

証明年月日 年 月 日

事業所名

所 在 地

証 明 者 職 名

氏名

電 話 （ ）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧



危険物保安統括管理者選任・解任届出書記入要領及び記載例

① 年月日は届出書提出日を記載する。

② 宛先は、いちき串木野市長になります。

(他の消防本部は届出先の消防本部に確認してください。 )

③ 届出者欄の住所及び氏名は、設置者又は所有者、管理者、占有者とする。

法人にあっては、登記上の住所、社名、代表者氏名を記入する。

④ 設置者欄は、当該危険物施設の設置者の住所、氏名を記入する。法人の

場合は、名称、代表者氏名及び事務所の所在地を記人する。

⑤ 製造所等の別欄は、製造所、貯蔵所又は取扱所の別を記入する。

⑥ 貯蔵所又は取扱所の区分欄は、危政令第２条及び第３条に掲げる施設区

分を記入する。製造所の場合は斜線により抹消する。

⑦ 設置の許可年月日及び許可番号欄は、当該危険物施設の設置許可年月日

及び番号を記入する。

⑧ 設置場所欄は、当該危険物施設の所在地を記入する。

⑨ 危険物保安監督者欄は、選任又は解任した危険物保安監督者の氏名等を

記入する。

一の様式で２以上の製造所等の危険物保安監督者の選任・解任の届出が

できるものとし、この場合は、所定の記入欄に「別紙のとおり」と記入し、

所定欄に記入すべき事項を別紙にまとめても差し支えない。

実務経験証明書（例）記入要領

① 氏名欄は、証明を受ける者の氏名と生年月日を記入する。

② 取り扱った危険物欄は、実務経験で取り扱った危険物の類及び品名とす

る。危険物の類が複数ある場合は、主として取り扱った危険物の類を記入

し、危険物の品名についても同様に取り扱うこととする。

③ 取り扱った期間欄は、実務経験の期間を記入する。括弧内には、合計の

年月を記入する。

④ 製造所等の区分欄は、実務を行った危険物施設の区分を〇で囲む。複数

の製造所等の区分にまたがる場合は、主として実務した施設の区分を〇で

囲む。

⑤ 証明年月日は、記載内容を証明する年月日を記入する。

⑥ 事業所名は、実務経験をした製造所等がある事業所の事業所名を記入す

る。

⑦ 所在地は、当該事業所の所在地を記入する。

⑧ 証明者は、事業所の長等、当該事業所における業務を統轄、管理する者

とし、その者の職名及び氏名を記入することとする。電話番号は、証明者

本人又は当該事業所のものとする。

実務経験証明書（例）は、危険物の規制に関する規則（昭和 34年総理府例第

55号）第 48条の３に係る手続における実務経験を証明する書類の標準的な例

として示すものです。当該証明書（例）に追加すべき事項がある場合は、当

該事項を記載した別紙を申請書に添付させる等、地域の実情に応じて運用し

てください。


